
日
本
国
憲
法
が
誕
生
し
て
68

回
目
の
憲
法
記
念
日
の
５
月
３

日
、
江
上
博
之
市
議
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
と
尾
頭
橋
、
五
女
子

で
宣
伝
し
ま
し
た
。

今
年
の
記
念
日
は
、
安
倍
首

相
の
暴
走
政
治
で
、
戦
争
法
案

が
問
題
と
な
る
一
方
、
い
っ
せ

い
地
方
選
挙
で
、
安
倍
暴
走
政

治
に
対
決
す
る
日
本
共
産
党
の

躍
進
の
中
で
迎
え
ま
し
た
。
江

上
市
議
は
、
戦
争
法
案
の
問
題

点
を
示
す
と
と
も
に
、
憲
法
９

条
の
生
ま
れ
た
歴
史
を
話
し
ま

し
た
。

70
年
前
の
戦
争
で
、
日
本
は
、

２
０
０
０
万
人
の
ア
ジ
ア
の
人
々

と
、
３
１
０
万
人
の
日
本
人
を

犠
牲
に
し
、
も
う
戦
争
は
し
な

い
、
政
府
に
や
ら
せ
て
は
な
ら

な
い
、
と
誓
っ
た
日
本
国
民
と

ア
ジ
ア
、
世
界
の
声
が
つ
く
っ

た
の
が
憲
法
９
条
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
、
と
話
す
と
、
そ
う

だ
、
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
憲
法
を
掲
げ
、
平
和
外
交
、

名
古
屋
の
平
和
友
好
都
市
づ
く

り
を
訴
え
ま
し
た
。

安
倍
首
相
は
、
国
会
内
の
多

数
を
盾
に
戦
争
す
る
国
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。
河
村
市
長

は
、
南
京
大
虐
殺
は
な
か
っ
た
、

と
歴
史
を
偽
る
発
言
に
反
省
が

あ
り
ま
せ
ん
。
江
上
市
議
は
、

戦
後
70
年
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い

運
動
を
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

当
選
を
喜
ん
で
駆
け
つ
け
た
人

も
い
ま
し
た
。

５
月
14
日
、
名
古
屋
市
議
会

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
会
議
員
選
挙
後
初
の
議
会
で
、

議
長
な
ど
の
議
会
役
職
、
軽
自

動
車
税
の
エ
コ
カ
ー
減
税
な
ど

４
月
１
日
付
で
市
長
が
行
っ
た

専
決
処
分
の
承
認
案
件
な
ど
が

議
題
と
な
り
ま
し
た
。

江
上
博
之
議
員
は
、
６
つ
あ

る
常
任
委
員
会
の
う
ち
都
市
消

防
委
員
会
（
住
宅
都
市
局
、
消

防
局
、
防
災
危
機
管
理
局
所
管
）

と
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
対
策
特
別
委
員
会
（
副
委
員

長
）
に
所
属
し
ま
す
。
ま
た
、

議
会
運
営
を
進
め
る
議
会
運
営

委
員
会
理
事
と
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
名
古
屋
市
議
団

は
、
５
議
席
か
ら
12
議
席
に
躍

進
し
、
全
常
任
委
員
会
に
複
数

委
員
が
所
属
し
ま
す
。
土
木
交

通
委
員
会
（
緑
政
土
木
局
、
交

通
局
所
管
）
で
は
、
田
口
一
登

党
市
議
団
長
が
、
委
員
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
承
認
案
件
は

全
会
一
致
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
共
産
党
の
控
室

は
広
く
な
り
、
29
日
か
ら
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
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み
な
さ
ん
の
ご
支
援
で
、
名

古
屋
市
議
会
に
送
り
出
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
支
援
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

▼
市
会
議
員
選
挙
は
、
安
倍
暴

走
政
治
で
、
暮
ら
し
も
雇
用
・

仕
事
も
ひ
ど
い
、
さ
ら
に
平
和

が
危
な
い
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
倍
暴
走
政
治
・
海
外
で
戦
争

す
る
国

づ
く
り

に
真
っ

向
か
ら

対
決
し
、
国
の
悪
政
の
防
波
堤

と
な
る
名
古
屋
、
そ
の
監
視
役
、

市
民
要
求
を
実
現
す
る
議
員
め

ざ
し
訴
え
て
き
ま
し
た
▼
こ
れ

か
ら
４
年
間
、
公
約
実
現
に
全

力
を
挙
げ
ま
す
▼
安
倍
首
相
の

戦
争
法
案
提
出
で
戦
後
の
分
か

れ
道
に
あ
り
ま
す
。
戦
後
70
年
、

平
和
を
守
っ
て
き
た
憲
法
９
条

を
一
層
生
か
す
か
ど
う
か
が
問

わ
れ
ま
す
▼
河
村
市
長
は
、
南

京
事
件
（
大
虐
殺
）
は
な
か
っ

た
と
発
言
し
て
、
中
国
南
京
市

と
名
古
屋
市
と
の
友
好
関
係
を

つ
ぶ
し
ま
し
た
。
間
違
っ
た
戦

争
に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
南

京
の
人
々
に
対
し
て
全
く
ひ
ど

い
話
で
す
し
、
名
古
屋
市
民
と

し
て
も
友
好
、
平
和
な
関
係
を

望
ん
で
い
ま
す
▼
河
村
市
長
に

発
言
撤
回
を
求
め
、
少
な
く
と

も
、
間
違
っ
た
戦
争
で
あ
る
こ

と
を
認
め
さ
せ
、
南
京
市
と
の

友
好
関
係
を
回
復
す
る
こ
と
が

戦
後
70
年
の
今
年
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

回
復
に
力
尽
く
し
ま
す
。

公
約
実
現
に
全
力
尽
く
し
ま
す

市
会
議
員

江
上
ひ
ろ
ゆ
き

弁
護
士
法
律
相
談
６
月
18
日
（
木
）
午
後
６
時
半
電
話
３
６
３
‐
１
４
５
０
江
上
事
務
所

戦
争
法
案
で
な
く
憲
法
外
交
を

戦争立法でなく憲法9条掲げ平和外交をと訴える江上市議（尾頭橋で）

江
上
議
員
、
都
市
消
防
委
員
会
に
所
属

戦
争
法
案
に
対
決
す
る
党

戦
争
の
歴
史
踏
ま
え
て

憲
法
生
か
す
正
念
場

全
常
任
委
員
会
で
複
数
委
員



第
13
回
中
川
区
平
和
美
術
展

が
、
５
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で

区
内
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
特

別
展
示
は
、
書
の
岡
田
隆
雄
さ

ん
。
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
は
、
押

し
花
、
折
り
紙
、
ア
ー
ト
書
、

ス
イ
ー
ツ
デ
コ
、
似
顔
絵
、
朗

読
、
紙
芝
居
、
大
正
琴
な
ど
。

今
回
の
特
徴
は
、
63
名
の
個

人
、
22
団
体
の
出
品
参
加
で
、

団
体
で
の
参
加
が
多
か
っ
た
こ

と
で
す
。
こ
れ
は
こ
の
美
術
展

を
盛
り
上
げ
る
層
の
厚
さ
を
物

語
っ
て
い
て
、
入
場
者
も
５
０

０
名
を
超
え
て
会
場
は
連
日
熱

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

戦
争
す
る
国
へ
と
暴
走
す
る

安
倍
内
閣
へ
の
危
機
感
か
ら
、

平
和
で
こ
そ
自
由
な
表
現
が
で

き
る
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を

許
さ
な
い
、
と
い
う
思
い
を
込

め
た
作
品
な
ど
も
展
示
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

人
々
の
心
の
つ
な
が
り
を
と

い
う
「
文
化
」
の
力
を
発
揮
し

た
展
覧
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
ト
ッ
プ
！
安
倍
暴
走
政
治
、

労
働
法
制
改
悪
反
対
、
消
費
税

10
％
増
税
中
止
な
ど
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
第
86
回
愛
知
県
中
央

メ
ー
デ
ー
が
、
５
月
１
日
、
名

古
屋
栄
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
市
会
議
員
選
挙
で
、

12
名
に
躍
進
し
た
日
本
共
産
党

市
議
団
も
参
加
。
江
上
博
之
市

議
（
写
真
左
）
と
と
も
に
、
中

川
区
出
身
で
あ
る
西
山
あ
さ
み

市
議
（
写
真
右
）
も
デ
モ
行
進

に
参
加
し
ま
し
た
。

中
川
区
日
本
共
産
党
後
援
会

総
会
が
、
５
月
24
日
、
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
に
先
立
ち
、

「
安
倍
政
権
の
マ
ス
コ
ミ
支
配

と
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
問
題
点
」

と
題
し
て
、
元
Ｃ
Ｂ
Ｃ
記
者
の

大
西
五
郎
氏
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
総
会
で
は
、
戦
争
法
案

を
阻
止
し
、
後
援
会
員
を
増
や

し
、
日
本
共
産
党
を
も
っ
と
大

き
く
し
よ
う
、
と
団
結
頑
張
ろ

う
三
唱
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。
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無
料
相
談
（
子
育
て
・
教
育
問
題
も
）

毎
週
月
・
木

午
後
６
時
半
か
ら
８
時

弁
護
士
相
談

毎
月
第
３
木
曜

江
上
ひ
ろ
ゆ
き
事
務
所
ま
で
電
話
３
６
３-

１
４
５
０

６
月
の
早
朝
宣
伝

１
日

月

あ
お
な
み
線
小
本

２
日

火

下
之
一
色

５
日

金

近
鉄
戸
田

９
日

火

Ｊ
Ｒ
春
田

12
日

金

高
畑

15
日

月

金
山
北
口

16
日

火

名
鉄
山
王

19
日

金

近
鉄
伏
屋

23
日

火

万
場
小
橋

25
日

木

あ
お
な
み
線
荒
子

26
日

金

昭
和
橋

30
日

火

Ｊ
Ｒ
尾
頭
橋

朝
７
時
半
か
ら
８
時
10
分

「
大
阪
都
構
想
＝
大
阪
市

廃
止
・
解
体
構
想
」
反
対
支

援
に
参
加
さ
れ
た
中
川
革
新

懇
談
会
の
小
玉
新
吉
さ
ん

（
常
磐
在
住
）
に
聞
き
ま
し
た
。

大
阪
革
新
懇
談
会
の
呼
び

か
け
に
応
え
、
革
新
・
愛
知

の
会
は
、
５
月
８
日
現
地
宣

伝
活
動
支
援
に
取
り
組
み
、

私
た
ち
夫
婦
を
含
め
20
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

橋
下
市
長
ら
が
進
め
る

「
大
阪
都
構
想
」
は
、
大
阪

を
「
都
」
に
す
る
も
の
で
も
、

行
政
の
ム
ダ
を
な
く
す
も
の

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
向

け
の
サ
ー
ビ
ス
を
後
退
さ
せ
、

た
っ
た
一
人
の
府
知
事
に
財

源
も
権
限
も
集
中
さ
せ
思
い

通
り
に
さ
せ
る
も
の
で
す
。

「
大
阪
市
を
な
く
し
た
ら
ア

カ
ン
」
の
声
は
個
人
、
団
体
、

政
党
の
「
オ
ー
ル
大
阪
」
で

急
速
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。現

地
到
着
後
、
新
し
い
情

勢
の
説
明
を
受
け
、
日
本
一

長
い
商
店
街
、
天
神
橋
の
周

り
を
３
隊
に
分
か
れ
、
路
地

裏
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
宣
伝
を
元

気
よ
く
行
い
ま
し
た
。
午
後

は
、
対
話
・
宣
伝
、
ま
ち
か

ど
懇
談
会
、
シ
ー
ル
投
票
等

の
活
動
を
大
阪
の
仲
間
と
行

い
ま
し
た
。
シ
ー
ル
投
票
で

は
「
反
対
」
は
多
か
っ
た
が
、

そ
の
一
方
「
大
阪
は
変
わ
ら

な
け
れ
ば
」
と
「
賛
成
」
を

表
示
す
る
人
と
出
会
う
な
ど

複
雑
な
情
勢
を
知
り
ま
し
た
。

「
反
対
」
の
人
に
は
「
大
阪

市
廃
止
・
解
体
反
対
」
の
ポ

ス
タ
ー
を
張
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
依
頼
し
50
枚
ほ
ど
を
渡

し
ま
し
た
。

住
民
投
票
の
結
果
は
一
万

票
の
差
で
反
対
派
が
勝
利
し
、

安
倍
暴
走
政
治
を
補
完
す
る

橋
下
市
長
を
政
界
か
ら
引
退

さ
せ
る
歴
史
的
な
た
た
か
い

に
一
歩
で
も
参
加
で
き
た
こ

と
は
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

（
写
真
は
、
シ
ー
ル
投
票
）

「大
阪
都
構
想
＝
大
阪
市
廃
止
・解
体
」反
対

大
阪
都
構
想
の
実
体

シ
ー
ル
投
票
な
ど
宣
伝

大
阪
市
が
残
る

中
川
区
平
和
美
術
展
盛
況

戦
争
法
案
で
な
く
文
化
を

働
く
者
の
祭
典
メ
ー
デ
ー

党
市
議
団
12
名
参
加

戦
争
法
案
反
対
の
党
を
大
き
く

名
古
屋
市
議
会
６
月

議
会
予
定

名
古
屋
市
議
会
は
、
選

挙
後
初
の
論
戦
と
な
る
６

月
議
会
を
次
の
予
定
で
開

催
し
ま
す
。

開
会

６
月
19
日
（
金
）

閉
会

７
月
６
日
（
月
）

本
会
議
質
問
午
前
10
時

６
月
24
日
（
水
）

25
日
（
木
）

26
日
（
金
）

29
日
か
ら
、
各
議
案
に

応
じ
て
、
常
任
委
員
会
審

議
と
な
り
ま
す
。


